
 

大きい体育館で身体を 

動かしました  ５月２１日  

来賓・保護者に見守られての運動会が開催され

ました。大きくて、新しい小立野小学校の体育館

では、密になる心配も少なく、力いっぱい走った

り、仲間と競い合ったりする姿は生き生きして、

笑顔がはじけている様子が多くみられました。 

団体競技では、「負けたくない」という思いが強

くなり、チーム内で打ち合わせを行う様子も見ら

れました。演技や競技を観戦しながら、拍手で応

援したりなど、連帯感を感じることができた一

日となりました。 

安心メール協賛のお願い   学校安心メールは学校・PTAの皆様に一切費用の負担なく 

ご利用いただけますが、運営費用の捻出を計るため、協賛事業所の募集が欠かせません。 

協賛事業所募集への可能な限りのご協力をお願いいたします。 

【学校安心メール協賛携帯サイト】http://www.tmix.co.jp/kyousan 

 

  ３年ぶりの春の遠足♪   4月 25日 

４月２５日(月)に春の遠足が予定通り行われました。天候にも恵まれ、児童生徒は自分のペース

でそれぞれが歩いていました。奥卯辰山健民公園では、学部を超えて鬼ごっこやフォークダンスで交

流したり、自然の中でゆっくり過ごしたりと、充実した時間を過ごすことができました。３年ぶりの

待ちに待った遠足ということもあり、思いっきり楽しんでいる様子がたくさん見られました。 

 

あいさつ運動  

４月１９日～２２日  
始業チャイム前のことです。校門前では地域の

人たちに向けて、玄関前では児童生徒同士が挨拶

を行い、コミュニケーションをとり合いました。 

「挨拶」という漢字の「挨」には、心を開く。「拶」

には、その心に近づくという意味があるそうです。

あいさつは、自分の心を開くことで、相手の心を開

かせ、相手の心に近づいていく積極的な行為とい

うことになります。人と人をつなぐ魔法の言葉と

して自分から発信していき、全校の 1 人 1 人に広

がるように、元気なあいさつ運動ができました。 

 



 

「 新たな出会いの始まり 」 
 

 
石川県立盲学校長  瀨川 真司 

 

新年度がスタートして２ヶ月近くが経ち、新入生も新しい環境に少しずつ慣れ、在校児童

生徒とともに、とても明るく、元気に学校生活を送っています。 

さて、入学式でもお話しましたが、新年度に入って新しい友達、新しい先生方など、新た

な出会いが始まっています。人と出会うことでものごとが動き始め、新しい世界が広がって

いきます。今年度、何かの縁で出会えたこの奇跡に感謝し、これからさらに出会う人との出

会いも含めて、人との出会いを大切にしていってほしいと思います。 

新しい人との出会いは、新しい自分との出会いでもあると思います。新しい人と出会うこ

とで様々な刺激を受け、新たな自分が花開いていくかもしれません。ぜひ人との出会いを大

切にして、前に向かって進んでいってほしいと思います。 

保護者の皆様、地域の皆様、日頃から本校の教育活動に御理解と御協力をいただき、誠に

ありがとうございます。児童生徒が前に向かって成長していくためには、学校と家庭、そし

て地域が連携を密にして、児童生徒をサポートしていくことが何よりも大切であると考えま

すので、保護者の皆様、地域の皆様におかれましては、今後とも一層の御理解と御協力を賜

りますようお願い申し上げます。 

 

４月８日(金)本校体育館において、入学式を行い、高等部普通科２名、高等部専攻科１名の新入生

が新たな門出を迎えました。 
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